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一　

は
じ
め
に

　

本
研
究
は
、
近
年
発
達
が
著
し
い
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
用
い
た
日

本
語
教
育
史
の
考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
ア

メ
リ
カ
国
立
公
文
書
記
録
管
理
局
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
・
国
立
公
文
書

館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
・
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・

国
立
国
語
研
究
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
・
ジ
ャ
パ
ン

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
主
軸
に
公
文
書
や
記
録
を
取
得
し
、
史
実
に
関
わ
る
一

次
資
料
・
二
次
資
料
な
ど
の
文
献
資
料
で
傍
証
を
得
な
が
ら
、
終
戦
前
後

の
日
本
語
教
育
を
描
き
出
す
も
の
で
あ
る
。

一-

一　

ア
ー
カ
イ
ブ
の
展
開
と
日
本
語
教
育

　

ア
ー
カ
イ
ブ
と
は
、
公
文
書
や
古
文
書
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
、
公
共

性
や
歴
史
的
価
値
を
も
つ
資
料
を
保
存
・
管
理
す
る
施
設
や
機
関
、
事
業

を
意
味
す
る
と
さ
れ
る
。
用
語
と
し
て
は
「
保
存
記
録
」
と
し
て
の
利
用

と
「
記
録
保
存
館
」
と
し
て
の
利
用
と
が
見
ら
れ
る（

（
（

。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
と
は
「
図
書
・
出
版
物
、
公
文
書
、
美
術
品
、
博
物
品
、
歴

史
資
料
等
公
共
的
な
知
的
資
産
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
電
子
情
報
と
し
て
共
有
・
利
用
で
き
る
仕
組
み
」
と
さ
れ
る（

（
（

。
以
上
か

ら
、
本
研
究
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
、
資
料
の
保
存
・
閲
覧
の

た
め
に
集
約
さ
れ
た
メ
タ
デ
ー
タ
付
の
デ
ジ
タ
ル
記
録
群
・
資
料
群
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
け
る
利
用
が
可
能
な
も
の
と
定
義
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
用
い
た
終
戦
前
後
の

日
本
語
教
育
史
研
究
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日
本
語
教
育
史
分
野
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
活
用
や
研
究

は
主
に
三
つ
の
流
れ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
日
本
語
教
育

に
関
わ
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
そ
の
も
の
を
構
築
す
る
取
り
組
み
で
あ

る
。
内
閣
官
房
ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

２
０
２
０
認
定
事
業
で
あ
る
『
世
界
の

日
本
語
教
育
の
振
興
を
目
的
と
し
た
映
像
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業（

（
（

』
で
は
、

一
九
四
五
年
か
ら
二
〇
四
五
年
ま
で
の
百
年
の
日
本
語
教
育
の
歴
史
に
ま

つ
わ
る
史
資
料
を
収
集
・
保
存
す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
日
本
語
教
育
の
展
開
に
影
響
を
与
え
た
出
来
事
に
関
す
る
資
料

や
、
日
本
語
教
育
の
推
進
に
寄
与
し
た
人
物
に
関
わ
る
資
料
、
教
材
、
授

業
ノ
ー
ト
、
日
誌
、
日
記
、
信
書
、
映
像
、
写
真
な
ど
、
既
往
の
資
料
館

に
保
管
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
史
資
料
が
収
集
・
保
存
さ
れ
、
研
究
倫
理

と
法
令
に
基
づ
き
公
開
が
可
能
と
な
っ
た
も
の
は
公
開
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、東
京
外
国
語
大
学
国
際
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー（
二
〇
一
七
）『
戦

前
・
戦
中
・
占
領
期
日
本
語
教
育
資
料
（
長
沼
直
兄
文
庫
）』
で
は
、
学

校
法
人
長
沼
ス
ク
ー
ル
よ
り
東
京
外
国
語
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
戦
前
・
戦

中
・
占
領
期
の
日
本
語
教
育
関
連
資
料
が
保
存
さ
れ
公
開
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

第
二
の
流
れ
は
、
既
往
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
や
、
そ
こ
に
所
蔵
さ

れ
た
資
料
を
分
析
し
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
例
え
ば
、
田
中

（
二
〇
二
二
）
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
歴
史
学
を
テ
ー
マ
に
、
ア
ー
カ
イ
ブ
研

究
の
変
遷
や
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
方
法
に
つ
い
て
述
べ
た
上
で
、

日
本
語
教
育
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
資
す
る
基
礎
的
資
料
拡
充
の
た
め

の
映
像
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る（

（
（

。

　

第
三
の
流
れ
は
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
保
管
さ
れ
て
い
る
情
報
を

日
本
語
教
育
の
実
践
に
活
用
す
る
も
の
で
あ
る
。橋
本
・
若
菜（
二
〇
〇
九
）

で
は
、
日
本
事
情
・
日
本
文
化
に
関
す
る
資
料
や
情
報
を
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
化
し
教
育
利
用
す
る
こ
と
の
可
能
性
が
論
じ
ら
れ
て
い
る（

（
（

。

　

な
お
、本
研
究
で
は
影
山
（
二
〇
一
五
）
と
同
様
に
「“
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
”
を
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
複
製
に
メ
タ
デ
ー
タ
を
付
与
し
た
も

の
（
デ
ジ
タ
ル
二
次
資
料
）
と
と
ら
え
」
る（

（
（

。
そ
の
た
め
、
純
粋
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
映
像
の
記
録
や
公
開
を
行
う
と
い
う
意
味
で
「
ア
ー
カ
イ
ブ
」

と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
る
ケ
ー
ス（

（
（

や
、
学
習
者
の
発
話
や
言
語
デ
ー
タ

を
集
約
・
保
存
す
る
と
い
う
意
味
で
「
ア
ー
カ
イ
ブ
」
と
い
う
用
語
が
用

い
ら
れ
る
ケ
ー
ス（

（
（

、
日
本
語
教
育
関
連
文
献
や
教
材
の
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
イ

ル
を
集
約
・
保
存
す
る
と
い
う
意
味
で
「
ア
ー
カ
イ
ブ
」
と
い
う
用
語
が

用
い
ら
れ
る
ケ
ー
ス（

（1
（

な
ど
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
日
本
語
教
育
の
実
践

と
研
究
に
大
変
意
義
深
い
も
の
で
あ
る
も
の
の
、
本
研
究
に
お
け
る
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
定
義
に
は
含
ま
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

一-

二　

複
数
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
用
い
た
研
究

　

こ
れ
ま
で
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
活
用
し
た
日
本
語
教
育
研
究
、

お
よ
び
、日
本
語
教
育
史
研
究
で
は
、日
本
語
教
育
関
係
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
そ
の
も
の
を
構
築
す
る
取
り
組
み
や
、
特
定
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
に
着
目
し
た
考
察
を
行
う
も
の
、
あ
る
い
は
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
を
教
育
利
用
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
複
数
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を

調
査
対
象
と
し
、
総
合
的
に
日
本
語
教
育
史
を
考
察
す
る
研
究
は
管
見
の

限
り
十
分
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
研
究
資
料
の
収
集
方
法
の
一

つ
と
し
て
副
次
的
に
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
活
用
す
る
事
例
は
見
ら
れ
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る
も
の
の
、
国
内
外
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
、
日
本
語
教
育
に
関
わ

る
テ
ー
マ
や
ト
ピ
ッ
ク
に
て
調
査
し
、
史
資
料
を
収
集
・
考
察
す
る
取
り

組
み
は
少
な
い
。
後
述
す
る
各
種
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
収
録
資
料
点

数
や
カ
バ
ー
す
る
歴
史
的
な
事
象
は
日
々
増
加
・
広
範
囲
化
し
て
お
り
、

国
内
外
に
散
在
す
る
資
料
を
所
収
す
る
複
数
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を

用
い
た
考
察
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

二　

問
題
の
所
在
と
研
究
目
的

二-

一　

戦
後
の
基
軸
と
な
っ
た
終
戦
前
後
の
日
本
語
教
育

　

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
用
い
た
総
合
的
考
察
を
行
う
本
研
究
で
は
、

終
戦
前
後
の
日
本
語
教
育
に
着
目
す
る
。
そ
の
理
由
は
主
に
二
点
挙
げ
ら

れ
る
。
一
つ
目
の
理
由
は
、
竹
本
（
二
〇
二
〇
）
が
「
戦
後
の
日
本
語
教

育
に
つ
い
て
は
、
日
本
語
教
育
関
係
者
の
言
説
分
析
や
国
会
の
発
言
記
録

の
分
析
に
よ
る
研
究
が
み
ら
れ
る
が
、
と
く
に
終
戦
後
に
つ
い
て
は
分
析

対
象
と
す
る
資
料
が
少
な
く
、
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
」
と
指

摘
す
る
よ
う
に（

（1
（

、
十
分
な
解
明
が
行
わ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
現
在

の
日
本
語
教
育
は
、
必
ず
何
ら
か
の
形
で
過
去
か
ら
現
在
に
至
る
人
々
の

教
育
実
践
や
学
習
、
活
動
の
歩
み
と
関
わ
り
を
持
つ
。
特
に
、
田
中

（
二
〇
二
二
）
が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
新
た
な
教
育
内
容
や
施
策
、
今

後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
検
討
す
る
際
に
は
、
現
行
教
育
が
形
成
さ
れ
た
過
程
を

正
確
に
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
、
有
効
な
変
化
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
ず

に
、
か
け
声
倒
れ
に
終
わ
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
展
開
さ
れ
る
日

本
語
教
育
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
も
「
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
歩
み
を
経

て
来
た
の
か
」
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
、
歴
史
的
な
考
察
は
日
本
語
教

育
の
実
践
や
研
究
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
構
築
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

現
在
の
日
本
語
教
育
の
生
成
過
程
を
知
り
未
来
を
志
向
す
る
た
め
に
、
終

戦
前
後
の
日
本
語
教
育
史
研
究
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

二
つ
目
の
理
由
は
、
田
中
・
川
端
（
二
〇
一
八
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

終
戦
後
ま
も
な
い
時
期
の
教
育
内
容
が
今
の
日
本
語
教
育
の
雛
形
と
も

な
っ
て
お
り
、
現
状
の
ル
ー
ツ
を
探
る
上
で
も
終
戦
前
後
の
十
分
な
検
討

が
必
要
で
あ
る
か
ら
だ（

（1
（

。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
戦
後
の
日
本
語
教
育

の
展
開
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
日
本
語
教
育
学
会
は
、
終
戦
前
後
に

活
躍
し
た
日
本
語
教
育
関
係
者
が
協
力
し
て
設
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
戦

後
を
語
る
上
で
、
終
戦
を
狭
間
と
し
た
転
換
を
つ
ぶ
さ
に
把
握
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
本
研
究
で
は
戦
後
日
本
語
教
育
の
基

軸
と
な
っ
た
終
戦
前
後
の
日
本
語
教
育
史
研
究
が
必
須
で
あ
る
と
考
え
る
。

二-

二　

散
在
す
る
史
資
料
の
総
合
的
考
察
の
必
要
性

　

日
本
語
教
育
史
研
究
に
お
い
て
、
史
資
料
の
散
逸
が
問
題
視
さ
れ
て
久

し
い
。
吉
岡
（
二
〇
〇
八
）
は
「
日
本
語
教
材
や
教
授
法
な
ど
の
文
献
・

資
料
が
、
集
中
し
て
収
集
・
管
理
さ
れ
て
い
る
機
関
が
な
い
こ
と
、
ど
こ

に
ど
ん
な
文
献
・
資
料
が
あ
る
か
と
い
う
情
報
も
一
元
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、 

必
要
な
と
き
に
必
要
な
情
報
を
得
る
の
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
現
状
に
あ

る
」
と
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。
各
地
で
日
本
語
教
育
に
従
事
し
た
人
々
が
、
鬼

籍
に
入
ら
れ
、
日
本
語
教
育
を
担
っ
た
機
関
や
事
業
も
再
編
や
廃
止
に
至

る
中
で
、
当
事
者
の
手
に
成
る
記
録
の
処
分
・
紛
失
が
続
い
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
各
地
に
残
さ
れ
た
数
少
な
い
資
料
を
探
し
出
し
、
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日
本
語
教
育
史
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
作
業
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て

い
る
。
今
回
、
対
象
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
は
、
こ
れ
ま
で
認

知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
資
料
も
存
在
す
る
。
散
在
す
る
史
資
料
の
総
合
的

考
察
が
、
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

二-

三　

木
村
宗
男

　

以
上
の
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
本
研
究
で
は
、
戦
後
の
日
本
語
教
育
を

理
解
す
る
上
で
、
終
戦
前
後
の
日
本
語
教
育
研
究
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
、

こ
れ
ま
で
分
析
の
対
象
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
史
資
料
を
含
め
複
数
の
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
か
ら
資
料
収
集
を
行
う
。
具
体
的
な
観
点
と
し
て
は
、

戦
後
の
日
本
語
教
育
を
牽
引
し
た
一
人
で
あ
る
木
村
宗
男
の
終
戦
前
後
の

動
向
を
軸
に
、
散
在
す
る
史
資
料
の
収
集
と
総
合
的
考
察
を
行
う
こ
と
と

す
る
。
木
村
は
終
戦
前
後
に
日
本
語
教
育
に
従
事
し
、
戦
後
の
日
本
語
教

育
の
発
展
に
大
き
な
功
績
を
残
し
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
自
身
も
後
述

す
る
戦
中
体
験
か
ら
終
戦
前
後
の
日
本
語
教
育
に
着
眼
し
て
記
録
を
残
そ

う
と
し
て
お
り
、
史
資
料
も
残
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
略
歴
を
記
す
。

　

一
九
一
一
年
、
広
島
県
広
島
市
生
ま
れ
。
一
九
三
九
年
、
早
稲
田
大
学

文
学
部
英
文
科
卒
業
。
東
京
府
立
機
械
工
業
学
校
の
英
語
講
師
を
経
て
、

一
九
四
三
年
、
文
部
省
南
方
派
遣
日
本
語
教
育
要
員
養
成
所
（
第
二
次
募

集
）
に
応
募
し
採
用
。
派
遣
教
員
の
養
成
講
習
を
三
週
間
受
講
し
、
陸
軍

省
の
発
令
（
威
一
一
六
〇
部
隊
軍
属
）
に
て
同
年
九
月
に
門
司
港
か
ら
貨

物
船
あ
さ
か
丸
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
派
遣
。
マ
ニ
ラ
市
役
所
で
日
本
語
教
育

に
従
事
し
た
。
午
前
中
は
、
市
役
所
職
員
向
け
日
本
語
教
室
を
二
ク
ラ
ス

受
け
持
ち
、
午
後
は
、
市
役
所
に
隣
接
し
て
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
教
育
省
日

本
語
課
で
の
日
本
語
教
材
作
成
、
ま
た
、『
ハ
ナ
シ
コ
ト
バ
』（
東
亜
同
文

会
・
一
九
四
一
）
の
指
導
書
の
英
訳
な
ど
を
行
な
っ
た
。
一
九
四
四
年
九

月
二
一
日
の
米
軍
機
に
よ
る
マ
ニ
ラ
市
へ
の
空
襲
で
日
本
語
教
室
は
中
断

さ
れ
、
ほ
ど
な
く
し
て
山
林
で
の
逃
避
行
生
活
に
入
っ
た
。
終
戦
後
、
捕

虜
と
な
り
（
七
九
六
二
八
番
）
一
年
三
カ
月
間
、
収
容
所
で
過
ご
し
た
。

そ
の
間
、
捕
虜
と
米
兵
と
の
間
の
通
訳
や
、
捕
虜
収
容
所
の
事
務
、
捕
虜

の
手
紙
や
遺
書
な
ど
の
英
訳
に
も
取
り
組
ん
だ
。
一
九
四
六
年
十
二
月
に

帰
国
。
一
九
四
七
年
四
月
に
、
杉
並
区
立
宮
前
中
学
校
の
英
語
科
教
諭
と

な
る
が
、
一
九
四
九
年
に
長
沼
直
兄
に
請
わ
れ
退
職
し
、
東
京
日
本
語
学

校
で
日
本
語
教
育
に
従
事
。
一
九
五
一
年
、
東
京
日
本
語
学
校
軽
井
沢
分

校
で
日
本
語
教
師
講
習
会
が
開
催
さ
れ
、
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
京
都
日

本
語
学
校
と
神
戸
日
本
語
学
校
の
教
師
養
成
に
世
話
係
と
し
て
参
加
。
そ

の
後
、
毎
年
開
催
さ
れ
た
本
講
習
会
受
講
者
を
会
員
と
す
る
日
本
語
教
師

連
盟
を
任
都
栗
暁
ら
と
結
成
。
一
九
六
〇
年
、
早
稲
田
大
学
教
務
課
の
非

常
勤
嘱
託
。
一
九
六
一
年
、
後
の
日
本
語
教
育
学
会
の
前
身
と
な
る
『
外

国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
育
研
究
会
』
の
設
立
に
携
わ
り
、
第
一
回
研
究

会
を
早
稲
田
大
学
で
実
施
。翌
年
、『
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
育
学
会
』

設
立
。一
九
六
三
年
に
早
稲
田
大
学
語
学
教
育
研
究
所
専
任
講
師
着
任（
東

京
日
本
語
学
校
退
職
）。
一
九
六
七
年
、
早
稲
田
大
学
語
学
教
育
研
究
所

教
授
。
一
九
八
二
年
、
早
稲
田
大
学
定
年
退
職
、
名
誉
教
授
。
一
九
八
五

年
か
ら
一
九
八
九
年
ま
で
、日
本
語
教
育
学
会
副
会
長
を
務
め
た
（
会
長
：

林
大
）。
戦
中
体
験
か
ら
日
本
語
教
育
史
研
究
の
重
要
性
を
説
き
、

一
九
六
七
年
、元
フ
ィ
リ
ピ
ン
日
本
語
教
育
要
員
の
追
想
集『
さ
む
ぱ
ぎ
ぃ
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た
』
創
刊
。
一
九
九
〇
年
、
現
在
の
日
本
語
教
育
研
究
会
の
前
身
と
な
る

日
本
語
教
育
史
談
会
創
設
。
一
九
九
一
年
、
明
治
書
院
よ
り
編
著
書
『
講

座
日
本
語
と
日
本
語
教
育 

第
15
巻 

日
本
語
教
育
の
歴
史
』
を
刊
行
。
戦

前
・
戦
中
・
戦
後
の
日
本
語
教
育
の
記
録
と
検
証
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、

一
九
九
八
年
に
は
、
戦
時
中
に
派
遣
さ
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
援
助
活
動

と
し
て
、
イ
フ
ガ
オ
州
ア
シ
ン
川
流
域
に
小
規
模
水
力
発
電
を
設
置
す
る

会
（
Ｃ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
）
を
創
設
し
、
代
表
と
し
て
も
活
動
し
た
。

一
九
八
一
年
、
勲
四
等
瑞
宝
章
受
章
。
二
〇
〇
五
年
没
。
享
年
九
三
歳
。

　

木
村
宗
男
と
日
本
語
教
育
に
関
す
る
研
究
は
、
木
村
自
身
が
記
録
を
残

し
、
論
文
や
書
籍
、
対
談
記
録
な
ど
と
し
て
発
表
さ
れ
た
も
の（

（1
（

、
存
命
中

に
、
木
村
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
行
わ
れ
た
も
の（

（1
（

、
木
村
の
日
本
語
教
育

活
動
を
対
象
と
し
て
考
察
し
た
も
の（

（1
（

、
な
ど
が
存
在
す
る
。
い
ず
れ
も
重

要
な
知
見
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
木
村
宗
男
を
通
し
て
終
戦
前
後

の
状
況
を
描
き
出
す
研
究
論
文
は
十
分
に
は
存
在
し
な
い
。

二-

四　

研
究
目
的

　

以
上
か
ら
、
本
研
究
で
は
、
終
戦
前
後
の
日
本
語
教
育
史
研
究
に
取
り

組
む
た
め
に
、
戦
後
の
日
本
語
教
育
を
牽
引
し
た
木
村
宗
男
の
動
向
を
追

い
な
が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
用
い
た
散
在
資
料
と
関
連
文
献
の

総
合
的
分
析
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

三　

研
究
の
対
象
と
方
法

三-

一　

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

　

本
研
究
が
用
い
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
は
、
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
ア
メ
リ
カ
国

立
公
文
書
記
録
管
理
局
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
・
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
・
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
国
立
国

語
研
究
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
で
あ
る
。
各
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
主
軸
に
公
文
書
や
記
録
を

取
得
し
、
史
実
に
関
わ
る
一
次
資
料
・
二
次
資
料
な
ど
の
文
献
資
料
で
傍

証
を
得
な
が
ら
、
終
戦
前
後
の
日
本
語
教
育
を
木
村
宗
男
の
動
向
を
追
い

な
が
ら
描
き
出
す
も
の
で
あ
る
。
な
お
、「
ア
ー
カ
イ
ブ
」
と
い
う
名
称

が
直
接
用
い
ら
れ
て
い
な
い
場
合
で
も（「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」「
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」
な
ど
）、
冒
頭
で
述
べ
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
定
義
に
当
て
は

ま
る
も
の
は
対
象
と
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
ア
ー
カ
イ

ブ
は
、
本
研
究
で
実
際
に
資
料
を
引
用
し
た
も
の
に
限
る
。

三-

二　

研
究
手
法

　

本
研
究
で
は
主
に
次
の
三
つ
の
手
法
を
用
い
る
。
第
一
に
、
木
村
宗
男

本
人
の
口
述
記
録
や
記
述
を
も
と
に
、
終
戦
前
後
に
お
け
る
木
村
自
身
の

活
動
を
追
う
。
第
二
に
、
そ
の
活
動
や
背
景
に
関
す
る
史
資
料
を
、
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
用
い
て
探
し
丹
羽
（
二
〇
二
〇
）
に
基
づ
く
メ
デ
ィ

ア
と
資
料
の
通
時
的
考
察
を
日
本
語
教
育
史
と
い
う
文
脈
か
ら
行
う（

（1
（

。
そ

し
て
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
用
い
て
得
た
公
文
書
や
、
各
種
文
献
で

傍
証
を
得
な
が
ら
終
戦
前
後
の
日
本
語
教
育
の
様
相
を
描
き
、
ま
た
、
木

村
宗
男
の
戦
後
の
活
動
の
根
源
と
な
っ
た
経
験
や
出
来
事
に
も
目
を
向
け

た
考
察
を
行
う
。
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四　

結
果
と
考
察

四-

一　

終
戦
前
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
日
本
語
教
育

　

終
戦
直
前
、
日
本
語
教
育
は
国
内
外
で
展
開
さ
れ
て
い
た
。
国
家
施
策
、

あ
る
い
は
、
一
部
な
い
し
全
面
的
に
公
的
な
資
金
が
導
入
さ
れ
て
実
施
さ

れ
た
海
外
の
地
域
と
し
て
、
台
湾
、
朝
鮮
、
南
洋
群
島
、
満
州
国
、
蒙
古

自
治
邦
政
府
、
中
華
民
国
、
香
港
、
樺
太
、
イ
ン
ド
シ
ナ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ビ
ル
マ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
サ
ラ
ワ
ク
、
ボ
ル
ネ
オ
、
マ
ラ
ヤ
、
ア
ン
ダ
マ

ン
・
ニ
コ
バ
ル
諸
島
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
日
本
語
教
育

／
国
語
教
育
が
行
わ
れ
た
。
た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
戦
局
の
悪
化

や
、
現
地
の
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
一
九
四
四
年
頃
に
は
中
断
や
廃
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
地
域
も
複
数
存
在
す
る
。
本
研
究
で
は
、
木
村
宗
男
が

日
本
語
教
育
に
従
事
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
着
眼
し
た
い
。

　

木
村
宗
男
が
日
本
語
教
育
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
四
三

年
、
文
部
省
南
方
派
遣
日
本
語
教
育
要
員
養
成
所
（
第
二
次
募
集
）
に
応

募
し
採
用
さ
れ
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
そ
の
前
年
、
政
府
は
「
南
方
諸

地
域
日
本
語
教
育
並
普
及
に
関
す
る
件
」
を
閣
議
決
定
し
（
一
九
四
二
年

八
月
一
八
日 

）
教
材
の
開
発
や
教
員
養
成
に
関
す
る
方
針
を
定
め
た
。

　

南
方
諸
地
域
に
対
す
る
日
本
語
教
育
並
日
本
語
普
及
は
東
亜
共
栄

圏
建
設
上
極
め
て
喫
緊
の
事
な
り
、
故
に
政
府
は
そ
の
取
扱
方
に
関

し
左
の
決
定
を
な
す

　

一
、
日
本
語
教
育
並
日
本
語
普
及
に
関
す
る
諸
方
策
は
陸
海
軍
の

要
求
に
基
き
文
部
省
に
お
い
て
こ
れ
を
企
画
立
案
す
る
こ
と

　

な
ほ
右
に
関
し
日
本
語
普
及
協
議
会
（
仮
称
、
訓
令
に
よ
る
）
を

文
部
省
に
設
置
し
右
方
策
に
関
す
る
諸
般
の
具
体
的
事
項
を
審
議
す

る
こ
と

　

二
、
南
方
諸
地
域
の
諸
学
校
に
於
て
日
本
語
教
育
の
た
め
使
用
す

る
教
科
用
図
書
は
陸
海
軍
の
要
求
に
基
き
文
部
省
に
於
て
之
を
編
纂

発
行
す
る
こ
と

　

三
、
南
方
諸
地
域
に
派
遣
せ
ら
る
ゝ
日
本
語
教
育
要
員
は
陸
海
軍

の
要
求
に
基
き
文
部
省
に
於
て
之
を
養
成
す
る
こ
と

�

（
出
典
：
国
立
国
会
図
書
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

　

本
決
定
に
基
づ
き
、
文
部
省
は
南
方
派
遣
日
本
語
教
育
要
員
養
成
所
を

設
置
、
派
遣
日
本
語
教
師
の
募
集
を
行
な
っ
た
。
雑
誌
『
教
育
』（
第

一
一
巻
第
四
号
・
一
九
四
三
年
4
月
号
・
岩
波
書
店
）
に
掲
載
さ
れ
た
石

黒
修
に
よ
る
「
南
方
派
遣
日
本
語
教
師
」（
二
八
四
〜
二
八
五
頁
）
に
は
、

当
時
の
状
況
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
次
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
派
遣
教
師
も
、
今
次
の
も
い
ず
れ
も
軍
の

要
望
に
よ
り
、
そ
の
数
を
揃
へ
る
た
め
に
急
募
し
た
も
の
で
あ
る
。

日
本
語
の
教
育
、
普
及
は
あ
ら
ゆ
る
文
化
政
策
の
基
調
を
な
す
も
の

で
、
宣
撫
工
作
と
共
に
場
合
に
よ
れ
ば
、
む
し
ろ
戦
争
の
前
に
も
お

こ
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
戦
争
が
す
み
、
治
安

の
回
復
を
見
る
に
至
っ
た
地
域
で
は
急
速
（
拙
速
で
も
よ
い
）
を
要
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す
る
も
の
で
、
既
に
前
線
の
兵
士
、
報
道
班
の
文
学
者
た
ち
に
よ
っ

て
、
戦
ひ
の
進
行
と
共
に
な
さ
れ
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
地
の

す
ば
ら
し
い
日
本
語
熱
に
対
し
て
は
、
さ
う
し
た
兵
士
や
文
学
者
の

片
手
間
で
は
応
じ
き
れ
な
い
し
、
も
っ
と
本
格
的
な
教
育
を
す
る
必

要
か
ら
教
員
の
派
遣
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
語
教
育
に

お
い
て
も
、
重
要
な
の
は
、
第
一
に
人
、
第
二
に
物
で
あ
る
が
、
今

日
ま
で
の
と
こ
ろ
そ
の
い
づ
れ
も
殆
ど
用
意
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
は
、
当
局
の
怠
慢
と
い
う
よ
り
も
、
国
民
全
般
の
責
任
で
あ
る
。

　

石
黒
修
が
述
べ
る
よ
う
に
、
現
地
の
日
本
語
教
育
は
先
に
フ
ィ
リ
ピ
ン

に
渡
っ
た
在
留
邦
人
（
各
駐
屯
部
隊
の
将
兵
や
民
間
人
）
が
担
い
、
最
初

の
日
本
語
教
師
は
マ
ニ
ラ
本
願
寺
の
山
之
内
秀
雄
で
あ
っ
た
。
木
村
は
、

東
京
の
学
士
会
館
付
近
に
設
置
さ
れ
た
研
修
所
に
て
養
成
講
習
を
三
週
間

受
講
し
、
陸
軍
省
の
発
令
（
威
一
一
六
〇
部
隊
軍
属
）
に
て
同
年
九
月
に

門
司
港
か
ら
貨
物
船
あ
さ
か
丸
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
派
遣
さ
れ
た
。
木
村
が

後
年
記
述
し
た
論
考
に
よ
る
と
、
マ
ニ
ラ
で
は
、
市
内
の
公
私
立
小
学
校
、

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
な
ど
で
派
遣
教
員
が
日
本
語
教
育
を

担
当
し
、
教
員
訓
練
所
、
日
本
語
専
門
学
校
、
官
公
吏
訓
練
所
、
官
民
連

絡
所
、
警
察
官
訓
練
所
、
市
役
所
な
ど
で
も
派
遣
教
員
が
日
本
語
教
育
に

従
事
し
た
。
ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
文
部
省
の
日
本
語
課
で
、
図
1
の
『
ハ

ナ
シ
コ
ト
バ
』（
日
本
語
教
育
振
興
協
会
・
一
九
四
一
）
の
副
読
本
を
作

成
し
た
り
、『
マ
ニ
ラ
新
聞
』
の
タ
ガ
ロ
グ
語
・
英
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・

中
国
語
の
そ
れ
ぞ
れ
の
版
に
掲
載
さ
れ
た
日
本
語
欄
や
、
週
刊
『
ニ
ツ
ポ

ン
ゴ
』
と
い
う
学
習
者
対
象
の
コ
ラ
ム
の
解
説
を
執
筆
し
た
り
し
た
派
遣

教
員
も
い
た（

（1
（

。
軍
政
監
部
の
ラ
ジ
オ
日
本
語
講
座
も
放
送
さ
れ
た
。

　

当
時
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
日
本
語
教
育
の
様
子
が
、
一
九
四
三
年
放
送
の

「
日
本
ニ
ュ
ー
ス
」（
日
本
映
画
新
社
）
に
記
録
さ
れ
て
い
る
（
図
2
）。

図１　『ハナシコトバ 下』東亜同文会
〔出典：国立国会図書館デジタルコレクション〕
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共
栄
圏
の
共
通
語
、
日
本
語
。
比
島
の
良
い
子
も
熱
心
に
勉
強
し

て
い
ま
す
。「
め
ぐ
み
さ
ん
の
前
に
お
母
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
エ
リ

ザ
ベ
ス
さ
ん
。」「
め
ぐ
み
さ
ん
の
前
に
お
母
さ
ん
が
い
ま
し
た
。」「
よ

ろ
し
い
。
も
う
一
度
。
マ
シ
モ
さ
ん
。」「
め
ぐ
み
さ
ん
の
前
に
お
母

さ
ん
が
い
ま
す
。」「
よ
ろ
し
い
。
皆
さ
ん
一
緒
に
。」「
め
ぐ
み
さ
ん

の
前
に
お
母
さ
ん
が
い
ま
す
。」「
席
へ
お
帰
り
な
さ
い
。
皆
さ
ん
、

こ
ち
ら
を
ご
覧
な
さ
い
。
こ
の
方
は
山
本
さ
ん
で
す
。
こ
の
方
は
ど

な
た
で
す
か
。
イ
ケ
ン
タ
さ
ん
。」「
そ
の
方
は
山
本
さ
ん
で
す
。」「
は

い
、
よ
く
で
き
ま
し
た
。
こ
の
方
は
中
村
さ
ん
で
す
。
山
本
さ
ん
の

前
に
ど
な
た
が
い
ま
す
か
。
は
い
、
マ
ウ
ル
さ
ん
。」「
山
本
さ
ん
の

前
に
中
村
さ
ん
が
い
ま
す
。」「
は
い
、よ
ろ
し
い
。
皆
さ
ん
一
緒
に
。」

「
山
本
さ
ん
の
前
に
中
村
さ
ん
が
い
ま
す
。」

�

（
出
典
：
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
）

　

図
2
に
示
し
た
よ
う
に
、
映
像
中
に
は
黒
板
の
前
で
解
説
す
る
日
本
語

教
師
の
姿
も
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
現
地
で
は
教
師
不
足
が
深
刻
で
教
員

訓
練
所
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
派
遣
教
員
や
在
留
邦
人
ら
が
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
教
師
の
養
成
に
あ
た
っ
た
。
マ
ニ
ラ
軍
政
監
部
で
司
政
官
を
務

め
た
内
山
は
、
一
九
四
四
年
に
当
時
の
状
況
を
報
告
し
て
い
る（

（1
（

。

　

教
員
訓
練
所
─
学
校
を
再
開
す
る
に
は
、
先
生
が
要
る
。
し
か
も

新
し
い
理
念
の
下
に
新
し
い
教
育
を
す
る
に
は
、
先
生
の
頭
を
新
し

く
す
る
こ
と
が
絶
対
条
件
で
あ
る
。
そ
こ
へ
、
日
本
語
の
で
き
る
先

生
が
、
一
校
に
少
く
と
も
一
人
は
要
る
。
こ
の
必
要
を
充
す
た
め
に
、

マ
ニ
ラ
に
設
け
ら
れ
た
の
が
、
こ
の
教
員
訓
練
所
で
あ
る
。
即
ち
、

各
地
方
か
ら
、
優
秀
な
先
生
（
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
の
小
学
校
で
は
六
割

位
は
女
の
先
生
で
あ
る
）
を
推
薦
さ
せ
て
マ
ニ
ラ
に
集
め
、
日
本
語
、

日
本
文
化
、
日
本
歴
史
、
体
操
、
音
楽
な
ど
を
三
ヶ
月
或
は
四
ヶ
月

図２　1943年「大東亜建設譜」『日本ニュース』
〔出典：NHKアーカイブス〕
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間
教
へ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
内
、
日
本
語
は
、
内
地
か
ら
の
日

語
要
員
や
、
マ
ニ
ラ
に
、
昔
か
ら
在
留
さ
れ
る
有
能
の
士
が
数
へ
ら

れ
、
日
本
文
化
、
日
本
歴
史
は
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
人
数
師
が
英
語
で
講

義
し
て
い
る
。

　

教
員
訓
練
所
に
は
、
小
学
校
教
員
や
日
本
人
警
備
隊
か
ら
日
本
語
を
学

ん
だ
人
材
な
ど
が
集
め
ら
れ
、
主
に
『
ハ
ナ
シ
コ
ト
バ
』
を
用
い
た
教
授

法
が
指
導
さ
れ
た
。
本
教
材
は
上
中
下
巻
で
構
成
さ
れ
、
初
版
は

一
九
四
一
年
に
東
亜
同
文
会
よ
り
刊
行
さ
れ
た
（
第
二
版
以
降
は
日
本
語

教
育
振
興
会
）。
現
在
で
言
う
初
級
前
期
に
あ
た
る
部
分
を
教
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
日
本
語
専
門
学
校
も
開
か
れ
、
通
訳
や
初
等
学
校
・

中
等
学
校
の
日
本
語
教
員
が
育
成
さ
れ
た
（
戦
況
の
悪
化
で
中
断
）。
日

本
語
教
員
検
定
試
験
も
実
施
さ
れ
、
翻
訳
文
法
、
作
文
、
読
解
、
会
話
や

身
体
検
査
が
行
わ
れ
小
学
校
の
日
本
語
教
師
免
許
が
出
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。

　

木
村
は
、
午
前
中
は
市
役
所
で
の
職
員
へ
の
二
ク
ラ
ス
を
受
け
持
ち
、

午
後
は
、
市
役
所
に
隣
接
し
て
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
教
育
省
日
本
語
課
で
の

日
本
語
教
材
作
成
、
ま
た
、『
ハ
ナ
シ
コ
ト
バ
』（
日
本
語
教
育
振
興
協
会
・

一
九
四
一
）
の
指
導
書
の
英
訳
な
ど
も
行
な
っ
た
。
市
役
所
の
日
本
語
教

室
に
お
け
る
学
習
者
と
教
師
の
関
係
は
授
業
が
継
続
さ
れ
て
い
る
期
間
は

比
較
的
よ
か
っ
た
と
い
う
。
近
く
の
公
園
に
で
か
け
た
り
、
海
で
丸
木
船

に
乗
っ
た
り
、
誕
生
日
に
は
、
木
村
の
背
丈
に
合
わ
せ
て
オ
ー
ダ
ー
し
た

カ
ミ
サ
が
受
講
生
か
ら
贈
ら
れ
た
り
も
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も
長
く
は

続
か
ず
、
戦
況
の
悪
化
で
完
全
に
授
業
の
行
え
な
い
状
況
と
な
っ
た
。
木

村
は
、
終
戦
の
前
年
に
起
き
た
出
来
事
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

（2
（

。

　

昭
和
十
九
年
九
月
二
十
一
日
は
マ
ニ
ラ
で
防
空
演
習
が
あ
る
日

だ
っ
た
。
シ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
、
い
つ
も
の
よ
う
に
『
ハ
ナ
シ
コ
ト

バ
』
を
使
っ
て
授
業
を
し
て
い
る
と
き
だ
っ
た
、
今
ま
で
聞
い
た
こ

と
も
な
い
飛
行
機
の
爆
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。
続
い
て
、
高
射
砲
の

音
が
す
る
。「
今
日
は
防
空
演
習
だ
」と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
た
と
き
、

窓
の
外
で
「
ア
メ
リ
カ
ー
ノ
」
と
い
う
カ
ン
高
い
声
が
し
た
。
一
瞬
、

生
徒
の
市
役
所
職
員
た
ち
は
、
身
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず
、
視
線
は
私
に
集

中
し
て
い
る
。
私
は
窓
に
近
寄
っ
て
空
を
見
上
げ
た
。
見
た
こ
と
も

な
い
飛
行
機
の
大
群
が
マ
ニ
ラ
市
の
上
空
を
南
か
ら
北
へ
進
ん
で
い

る
。
ル
ネ
タ
公
園
辺
り
か
ら
高
射
砲
を
発
射
す
る
音
が
響
く
。「
こ

り
ゃ
、い
け
な
い
」と
思
っ
た
。
生
徒
に
向
か
っ
て
、「
終
わ
り
で
す
。」

と
言
っ
た
。
男
女
の
職
員
は
い
っ
せ
い
に
立
ち
上
が
っ
て
、
押
し
合

い
な
が
ら
教
室
を
出
て
い
く
。
私
も
そ
の
群
の
中
に
入
っ
て
、
階
段

を
下
り
、
地
下
室
の
入
り
口
ま
で
か
け
お
り
た
。（
中
略
）
こ
の
日

が
私
の
、
い
や
比
島
日
本
語
教
育
の
終
わ
り
の
日
と
な
っ
た
。
以
後
、

日
本
語
教
員
は
、比
島
政
務
班
員
と
し
て
、日
本
語
教
育
以
外
の
種
々

の
慣
れ
な
い
業
務
に
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
転
進
に
次
ぐ
転
進
の
苦

難
は
こ
の
日
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
空
襲
の
翌
日
付
で
「
比
島
参
戦
ノ
際
ニ
於
ケ
ル
帝
国
政
府
声
明
」
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が
閣
議
決
定
さ
れ
（
図
3
）、
政
府
所
信
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
ニ
ュ
ー
ス
で
も
「
不
気
味
に
鳴
り
渡
る
サ
イ
レ
ン
。
敵
機
、
来
襲
。

（
中
略
）
戦
い
は
激
化
す
る
。
宣
戦
を
布
告
し
、
大
東
亜
諸
国
家
と
運
命

を
共
に
せ
ん
と
誓
う
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
い
か
な
る
ア
メ
リ
カ
の
攻
撃
を
も

撃
退
し
て
、
最
後
の
勝
利
へ
と
突
進
す
る
」（
一
九
四
四
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
）
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
語
教
師
た
ち
は
自
宅
待
機
が
指

示
さ
れ
、
以
降
、
木
村
が
市
役
所
の
教
室
に
向
か
う
バ
ス
が
宿
舎
に
迎
え

に
来
る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
。
ほ
ど
な
く
し
て
、
宿
舎
警
備
が
命
じ
ら
れ
、

後
に
バ
ヨ
ン
ボ
ン
出
張
所
に
木
村
は
配
置
転
換
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
米

軍
が
市
中
に
進
む
に
つ
れ
、
生
活
は
徐
々
に
、
山
林
へ
と
移
さ
れ
て
行
っ

た
と
語
る
。
以
下
は
一
九
九
五
年
五
月
二
〇
日
に
日
本
語
教
育
史
研
究
会

で
実
施
さ
れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
で
あ
る
。『
日
本
語
教
育
史
論
考
−

木
村
宗
男
先
生
米
寿
記
念
論
集
−
』（
凡
人
社
）
に
も
文
字
化
さ
れ
た
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
前
掲
書
で
は
一
部
簡
略
化
さ
れ

て
い
る
箇
所
も
あ
る
た
め
、
本
研
究
で
は
、
当
時
の
記
録
映
像
か
ら
直
接

引
用
す
る
。

　

逃
げ
る
っ
た
っ
て
。
家
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
ら
、
こ
ん
ど
は
野
宿

し
な
が
ら
逃
げ
る
わ
け
で
す
よ
。
昼
間
は
潜
ん
で
て
、
夜
行
動
し
て
。

ま
た
昼
間
は
潜
む
と
い
う
状
態
で
し
ょ
。
飯
も
炊
け
な
い
で
し
ょ
う
。

日
本
の
軍
隊
食
は
煙
が
出
る
ん
で
す
か
ら
。
飯
盒
炊
爨
と
い
う
の
は
。

ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
パ
ク
パ
ク
っ
と
紙
か
ら
出
し

て
や
る
わ
け
に
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。
火
を
焚
か
な
き
ゃ
飯
が
食
え

な
い
。
ま
あ
、
そ
う
や
っ
て
。
山
の
生
活
を
し
始
め
ま
し
て
。

　

通
常
の
生
活
は
維
持
で
き
ず
、
逃
げ
入
っ
た
山
奥
で
、
生
死
を
彷
徨
う

逃
避
行
生
活
を
送
る
こ
と
と
な
っ
た
。
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書

記
録
管
理
局
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
は
、
木
村
が
勤
務
し
て
い
た
市
役

所
の
倒
壊
し
た
姿
が
保
存
さ
れ
て
い
る
（
図
4
）。
結
局
、
日
本
語
教
育

図３　比島参戦ノ際ニ於ケル帝国政府声明
〔出典：国立公文書館デジタルアーカイブ〕
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が
再
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
木
村
は
山
中
で
の
心
境
を
後
に
次
の

よ
う
に
書
き
残
し
て
い
る
。

　

ル
ソ
ン
島
山
岳
州
の
山
深
い
と
こ
ろ
に
分
け
入
っ
て
、
生
還
の
可

能
性
の
な
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
夜
に
な
る
と
き
ま
っ

て
雨
に
な
っ
た
。
高
い
木
立
か
ら
落
ち
る
雨
だ
れ
の
音
の
ほ
か
は
な

に
も
聞
こ
え
な
い
暗
闇
の
中
で
眠
れ
な
い
夜
を
過
ご
し
た
と
き
、
互

い
に
つ
ぶ
や
い
た
も
の
だ
っ
た
。「
内
地
は
ど
う
し
て
い
る
か
な
あ
。

な
ん
と
か
し
て
生
き
て
還
り
た
い
も
ん
だ
。
還
っ
て
、
こ
の
情
況
を

内
地
の
人
た
ち
に
知
ら
せ
た
い
」
と（

（2
（

。

四-

二　

終
戦

　
　

多
く
の
人
々
が
命
を
失
う
中
、
一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
を
迎
え
る
。

一
九
九
五
年
五
月
二
〇
日
に
語
ら
れ
た
内
容
を
以
下
に
引
用
す
る
。

　

八
月
十
五
日
に
ビ
ラ
が
降
っ
て
き
て
、
終
戦
を
知
り
ま
し
て
ね
。

「
終
戦
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
な
く
「
停
戦
協
定
」
と
い
っ
て
た

わ
け
だ
け
れ
ど
。
そ
の
前
に
、
僕
ら
は
司
令
部
の
割
合
近
く
の
と
こ

ろ
に
、
あ
の
、
行
動
し
て
ま
し
た
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
噂
を
聞
く
ん
で

す
。 

お
互
い
同
士
、
日
本
人
や
兵
隊
や
み
ん
な
小
休
止
し
て
、
こ

う
人
が
、
道
端
で
休
ん
だ
り
な
ん
か
し
て
る
と
き
に
、
何
か
と
、
こ

う
、
噂
を
伝
え
る
ん
で
す
よ
ね
。
在
留
邦
人
の
浜
本
さ
ん
と
い
う
司

令
部
の
通
訳
が
い
た
ん
で
す
。
い
い
通
訳
な
ん
で
す
け
ど
。
そ
の
人

が
在
留
邦
人
の
住
ん
で
る
地
区
か
ら
呼
ば
れ
て
司
令
部
へ
行
っ
た
ん

で
す
が
、「
お
か
し
い
な
」、
と
言
っ
て
た
ん
で
す
よ
。
そ
し
た
ら
ね
、

あ
る
兵
隊
が
ね
、「
こ
の
間
ア
メ
リ
カ
の
将
校
が
ね
、
白
旗
掲
げ
て

ね
投
降
し
て
き
た
よ
。
向
こ
う
さ
ん
も
も
う
た
ま
ん
な
い
ん
だ
ね
、

あ
り
ゃ
」
と
か
言
っ
て
た
。
な
あ
に
、
投
降
し
て
き
た
ん
じ
ゃ
な
い
、

軍
使
、
軍
使
と
し
て
来
る
の
に
、
山
下
司
令
部
に
投
稿
勧
告
に
、
向

図４　1945.4.16市街戦で倒壊した市役所
〔出典：National Archives Identifier：204949556〕
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こ
う
が
投
降
勧
告
に
白
旗
掲
げ
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
兵
隊
二
人
連

れ
て
来
た
と
い
う
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
、
ま
あ
、
浜
本
さ
ん
が
、
通

訳
が
呼
ば
れ
て
、「
こ
れ
は
何
か
あ
る
な
」
と
言
っ
て
た
ら
、 

砲
撃

が
な
く
な
っ
て
、
ビ
ラ
が
降
っ
て
き
た
。
そ
れ
が
終
戦
だ
っ
た
ん
で

す
ね
。

　

木
村
は
最
終
的
に
捕
虜
と
な
り
、
一
年
三
ヵ
月
間
、
英
語
を
使
い
時
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
戦
犯
事
務
所
な
ど
で
働
き
も
し
た
。
事
務
所
で
は
、
い
わ

ゆ
る
マ
ニ
ラ
軍
事
裁
判
（
日
本
の
Ｂ
Ｃ
級
戦
争
犯
罪
人
に
対
す
る
ア
メ
リ

カ
軍
に
よ
る
軍
事
裁
判
）
の
資
料
作
成
な
ど
が
行
わ
れ
、
米
軍
将
校
や
弁

護
士
に
依
頼
さ
れ
た
書
類
（
戦
犯
に
関
わ
る
ノ
ー
ト
や
手
紙
、遺
書
な
ど
）

を
メ
モ
や
記
録
な
し
で
口
頭
で
英
訳
し
、
米
軍
側
が
記
録
す
る
作
業
に
取

り
組
ん
だ
（
図
5
は
一
九
四
五
年
十
月
八
日
〜
一
九
四
七
年
四
月
十
五
日

に
開
廷
さ
れ
た
マ
ニ
ラ
軍
事
裁
判
の
様
子
）。
家
族
は
広
島
市
内
の
夫
人

の
実
家
で
罹
災
し
、
子
供
二
人
を
失
っ
て
い
る
。
ま
た
、
木
村
の
母
は
、

広
島
市
内
で
被
爆
し
、
一
ヶ
月
後
に
亡
く
な
っ
た
。
一
九
四
六
年
十
二
月
、

木
村
は
日
本
へ
移
送
さ
れ
、
帰
国
を
果
た
し
た
。

四-

三　

戦
後

　

木
村
宗
男
と
同
じ
日
本
語
要
員
と
し
て
一
足
先
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
赴
い

た
小
出
詞
子
は
、
そ
の
後
、
戦
況
の
悪
化
か
ら
女
性
教
員
の
み
先
に
戻
さ

れ
た
帰
国
船
で
帰
国
し
て
い
た
が
、終
戦
後
の
日
本
語
教
育
の
こ
と
を「
終

戦
と
共
に
、
日
本
語
教
育
な
ど
は
ど
こ
か
に
吹
き
飛
び
、
全
く
縁
が
き
れ

た
と
思
い
、
英
語
を
教
え
た
り
し
て
数
年
が
す
ぎ
た
」
と
述
べ（

（2
（

、
茨
城
県

の
鯉
淵
学
園
で
英
語
教
師
と
し
て
勤
務
し
た
こ
と
を
述
懐
し
て
い
る
。
木

村
も
帰
国
後
、
混
乱
の
中
で
の
仕
事
探
し
と
な
り
、
一
九
四
七
年
四
月
に
、

杉
並
区
立
宮
前
中
学
校
教
諭
の
職
を
得
た
。
そ
の
後
一
九
四
九
年
に
、
突

如
と
し
て
日
本
語
教
育
に
復
帰
す
る
機
会
が
訪
れ
た
。
当
時
の
様
子
を
木

村
は
次
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
る
。

図５　「マニラ軍事裁判のA級戦犯」
〔出典：ジャパンアーカイブズ〕
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一
月
の
あ
る
日
、
突
然
、
長
沼
先
生
が
Ｇ
・
Ｉ
の
運
転
す
る
ジ
ー

プ
で
、
代
官
山
の
ア
パ
ー
ト
へ
訪
ね
て
来
ら
れ
た
。
そ
の
と
き
私
は

留
守
に
し
て
い
た
。
近
所
の
人
は
私
が
戦
犯
で
調
べ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
、
心
配
し
て
く
れ
た
。
そ
ん
な
時
代
だ
っ
た
。
長
沼
先
生

が
来
ら
れ
た
の
は
、
小
川
健
二
さ
ん
の
推
駕
だ
っ
た
（
中
略
）
四
月
、

東
京
日
本
語
学
校
が
創
設
さ
れ
て
再
び
日
本
語
を
教
え
る
こ
と
に

な
っ
た（

（2
（

。

　

終
戦
後
、
組
織
的
な
日
本
語
教
育
を
主
導
し
た
の
は
、
連
合
国
軍
、
中

で
も
米
軍
で
あ
っ
た
。
一
九
四
七
年
に
は
米
軍
総
司
令
部
参
謀
部
に
日
本

地
区
語
学
科
が
発
足
し
て
い
る
。
そ
の
主
任
に
抜
擢
さ
れ
た
の
が
、
東
京

日
本
語
学
校
の
創
設
者
で
、
木
村
を
東
京
日
本
語
学
校
に
招
い
た
長
沼
直

兄
で
あ
っ
た
。
長
沼
は
、
日
本
語
教
育
振
興
会
（
一
九
四
一
年
文
部
省
内

設
立
）
の
理
事
を
務
め
日
本
語
普
及
事
業
に
従
事
し
た
が
、
終
戦
後
の

一
九
四
五
年
十
二
月
に
財
団
法
人
日
本
語
教
育
振
興
会
理
事
長
に
就
任
し
、

理
事
会
に
て
日
本
語
教
育
振
興
会
の
解
散
を
決
定
（
翌
年
、
財
団
法
人
言

語
文
化
研
究
所
に
移
行
）、
一
九
四
八
年
に
財
団
法
人
言
語
文
化
研
究
所

附
属
東
京
日
本
語
学
校
を
設
立
し
理
事
長
に
就
任
し
た
。
東
京
日
本
語
学

校
に
は
、
木
村
着
任
の
前
年
か
ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
一
次
派
遣
教
員
で
現

地
で
木
村
と
共
に
働
い
た
小
出
詞
子
ら
が
い
た
（
教
頭
：
高
木
国
栄
）。

　

東
京
日
本
語
学
校
の
設
立
期
は
在
校
生
の
中
心
は
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師

で
あ
っ
た
。
当
時
、
中
国
の
内
戦
の
影
響
で
日
本
に
多
く
の
宣
教
師
が
渡

り
、
都
市
部
な
ど
で
の
日
本
語
教
師
の
増
員
が
必
要
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、

一
九
五
一
年
に
、
東
京
日
本
語
学
校
軽
井
沢
分
校
に
お
い
て
、
日
本
語
教

師
講
習
会
が
開
催
さ
れ
る
運
び
と
な
り
、
京
都
日
本
語
学
校
と
、
神
戸
日

本
語
学
校
の
教
師
養
成
が
行
わ
れ
た
。
木
村
も
世
話
役
と
し
て
参
加
し
、

そ
の
後
、
毎
年
開
催
さ
れ
た
本
講
習
会
受
講
者
を
会
員
と
す
る
日
本
語
教

師
連
盟
を
任
都
栗
暁
ら
と
結
成
し
た
。
一
九
六
一
年
、
後
の
日
本
語
教
育

図６　日本語教育学会専務理事の頃の木村宗男
「せんせいをおたずねします―待遇表現2―」『日本語教育
映画 基礎編』

〔出典：国立国語研究所 日本語教育映像教材シリーズデー
タセット〕
URL：https://mmsrv.ninjal.ac.jp/evmds/
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学
会
の
前
身
と
な
る
『
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
育
研
究
会
』
の
設
立

に
携
わ
り
、
第
一
回
研
究
会
を
早
稲
田
大
学
で
実
施
。
翌
年
、『
外
国
人

の
た
め
の
日
本
語
教
育
学
会
』
が
設
立
さ
れ
、
理
事
や
副
会
長
を
務
め
た
。

一
九
六
三
年
に
早
稲
田
大
学
語
学
教
育
研
究
所
専
任
講
師
と
な
り
、
退
職

す
る
ま
で
、
東
京
日
本
語
学
校
で
の
仕
事
は
続
い
た
。

四-

四　

新
し
い
時
代
の
日
本
語
教
育
に
か
け
た
想
い

　

木
村
は
帰
国
後
、
一
時
的
な
仕
事
を
除
き
、
日
本
語
教
育
を
専
門
と
し

て
生
涯
を
終
え
た
が
、
も
う
一
つ
、
取
り
組
ん
だ
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
が
あ
っ

た
。
そ
れ
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
復
興
支
援
と
戦
没
者
の
慰
霊
で
あ
っ
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
支
援
に
関
し
て
は
、
特
に
治
水
事
業
に
携
わ
り
、
イ

フ
ガ
オ
州
ア
シ
ン
川
流
域
に
小
規
模
水
力
発
電
を
設
置
す
る
会
（
Ｃ
Ａ
Ｃ

Ｅ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
）
を
創
設
し
、
代
表
と
し
て
活
動
し
た
。『
さ
む
ぱ
ぎ
い
た
』

に
収
録
さ
れ
た
木
村
や
そ
の
他
の
元
日
本
語
要
員
の
手
記
に
は
戦
時
中
の

体
験
と
、
亡
く
な
っ
た
人
々
や
現
地
の
人
々
へ
の
想
い
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

　

戦
争
で
亡
く
な
っ
た
全
て
の
人
々
、
そ
の
貴
重
な
犠
牲
の
上
に
成

り
立
っ
て
き
た
現
在
の
日
本
の
国
、
こ
の
国
が
果
た
し
て
今
、
犠
牲

者
の
霊
前
に
対
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
状
態
と
言
え
る
の
か
ど
う
か

…
？
深
く
自
問
自
答
す
る
ば
か
り
で
す（

（2
（

。

　

生
き
残
っ
た
仲
間
も
、
や
が
て
は
ひ
と
り
い
き
、
ふ
た
り
い
き
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
に
ち
が
い
な
い
が
、
生
き
て
い
る
か
ぎ
り
、
な

く
な
っ
た
同
僚
の
霊
を
慰
め
る
こ
と
と
、
遺
族
の
方
と
悲
し
み
を
分

け
合
い
、
力
に
な
っ
て
あ
げ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
あ
の
よ
う
な
悲
惨

な
こ
と
を
二
度
と
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
惨
状
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
う
よ
う
努
め
る
こ
と
、
こ
れ
だ
け
は
生
き
て
帰
っ
た
わ
れ
わ

れ
の
、
な
く
な
っ
た
も
の
へ
の
負
債
で
あ
る
と
思
う（

（2
（

。 

　

戦
時
中
に
命
を
失
っ
た
元
同
僚
や
遺
族
に
対
す
る
責
任
感
に
駆
立
て
ら

れ
る
よ
う
に
、
木
村
は
晩
年
、
日
本
語
教
育
の
振
興
と
過
去
の
出
来
事
の

記
録
に
取
り
組
み
、
時
に
日
本
語
教
師
が
体
制
の
中
で
、
道
を
誤
っ
て
し

ま
う
こ
と
へ
の
警
鐘
を
鳴
ら
し
続
け
た
。
そ
れ
は
日
本
語
教
育
史
と
い
う

学
問
分
野
の
創
設
に
も
つ
な
が
り
、
研
究
会
立
ち
上
げ
や
論
文
書
籍
の
発

表
へ
と
繋
が
っ
て
ゆ
く
こ
と
と
な
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
体
験
を
振
り
返

り
木
村
が
述
べ
た
言
葉
を
引
用
す
る
。

　

学
習
者
の
側
に
、
言
葉
に
よ
る
交
流
を
求
め
る
欲
求
が
あ
り
、
教

師
に
は
そ
れ
に
応
え
る
こ
と
の
満
足
感
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
言

え
る
と
思
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
相
互
に
多
く
の
犠
牲
を
払
っ
た
も

の
で
は
あ
る
。

　

と
も
あ
れ
、
戦
時
中
の
占
領
諸
地
域
で
実
施
さ
れ
た
日
本
語
教
育

は
、
そ
の
結
末
は
ど
う
で
あ
れ
、
そ
の
動
機
に
お
い
て
不
純
な
も
の
が

あ
っ
た
こ
と
は
、
釈
明
の
余
地
は
な
い
。
そ
の
点
を
強
く
反
省
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
同
時
に
被
占
領
地
の
人
々
の
意
に
反
し
て
も
日
本

語
学
習
を
強
制
し
、
幾
多
の
償
い
得
な
い
心
的
・
物
的
被
害
を
与
え

る
結
果
に
な
っ
た
こ
と
を
深
く
謝
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
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戦
後
の
日
本
語
教
育
を
牽
引
し
た
木
村
宗
男
の
日
本
語
教
育
者
と
し
て

の
活
動
の
根
源
に
、
木
村
自
身
の
終
戦
前
後
の
体
験
が
深
く
関
わ
っ
て
い

た
こ
と
、
ま
た
、
元
同
僚
や
遺
族
や
現
地
の
人
々
へ
の
想
い
が
あ
っ
た
こ

と
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

五　

お
わ
り
に

　

本
研
究
で
は
、
終
戦
前
後
の
日
本
語
教
育
史
研
究
に
取
り
組
む
た
め
に
、

戦
後
の
日
本
語
教
育
を
牽
引
し
た
木
村
宗
男
の
動
向
を
追
い
な
が
ら
、
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
用
い
た
散
在
資
料
と
関
連
文
献
の
総
合
的
分
析
を

行
っ
た
。
結
果
、
終
戦
を
狭
間
と
し
た
日
本
語
教
育
事
業
の
変
化
、
戦
況

の
悪
化
へ
の
日
本
語
教
師
の
対
応
、
戦
後
の
展
開
に
い
た
る
プ
ロ
セ
ス
が
、

各
種
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
を
交
え
描
き
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
木
村

の
戦
後
の
日
本
語
教
育
活
動
の
根
幹
と
な
っ
た
、
亡
き
戦
没
者
や
派
遣
先

の
人
々
へ
の
想
い
な
ど
に
つ
い
て
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

戦
後
八
十
年
を
目
前
に
、
日
本
語
教
育
は
過
去
最
多
の
全
世
界
一
四
二

の
国
・
地
域
で
実
施
さ
れ
、
海
外
の
学
習
者
数
は
実
に
約
四
百
万
人
に
達

す
る
。
一
方
で
、
現
代
の
地
球
社
会
に
は
、
環
境
問
題
、
格
差
や
貧
困
の

問
題
、
そ
し
て
、
災
害
や
紛
争
、
感
染
症
の
問
題
な
ど
、
多
く
の
危
機
的

な
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
時
代
の
状
況
や
課
題
に
対
す
る
日
本
語
教

育
の
役
割
や
、
日
本
語
教
師
の
な
す
べ
き
こ
と
を
考
え
る
上
で
、
木
村
の

歩
ん
だ
道
の
り
と
活
動
、
そ
し
て
木
村
が
抱
い
た
理
念
を
振
り
返
る
こ
と

は
重
要
で
あ
り
、
大
き
な
示
唆
が
得
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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設
に
向
け
て
─
」『
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
と
は
何
か
』、

四
頁

（
8
）	
科
学
研
究
費
助
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
映
像
記
録
を
用
い
た
日
本
語
教
師
の

語
り
の
保
存
に
関
す
る
基
礎
研
究
」（
研
究
代
表
者
：
牛
窪
隆
太
）
で
は
、
3

名
の
日
本
語
教
育
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
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（
9
）	

科
学
研
究
費
助
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
海
外
日
本
語
学
習
者
音
声
ア
ー
カ
イ

ブ
の
構
築
・
分
析
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
韻
律
学
習
支
援
ツ
ー
ル
開
発
」

　

＜
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/K

A
K

E
N

H
I-PR

O
JE

C
T

-
17H

02352/＞

（
10
）	

独
立
行
政
法
人
国
際
交
流
基
金 

日
本
語
国
際
セ
ン
タ
ー（
二
〇
〇
七
）『
ま

る
ご
と
』
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ

　

＜
https://w

w
w

.m
arugoto.org/teacher/archive/＞

（
11
）	

竹
本
英
代
（
二
〇
二
〇
）「
東
京
日
本
語
学
校
の
設
立
に
み
る
戦
後
の
日

本
語
教
育
」『
福
岡
教
育
大
学
紀
要
』
第
四
分
冊
教
職
科
編
、
六
一
頁

（
12
）	

田
中
祐
輔
・
川
端
祐
一
郎
（
二
〇
一
八
）「
戦
後
の
日
本
語
教
科
書
に
お

け
る
掲
載
語
彙
選
択
の
傾
向
と
そ
の
要
因
に
関
す
る
基
礎
的
定
量
分
析
」『
日

本
語
教
育
』
第
170
号

（
13
）	

吉
岡
英
幸
（
二
〇
〇
八
）『
第
二
次
大
戦
期
以
降
の
日
本
語
教
育
教
材
目

録
』、
一
頁

（
14
）	

木
村
宗
男
（
一
九
六
七
）「
生
き
て
い
る
も
の
の
負
債
」『
さ
む
ぱ
ぎ
い
た 

元
比
島
日
語
要
員
の
追
想
集 

第
1
集
』
元
比
島
日
語
要
員
の
会
／
早
稲
田
大

学
語
学
教
育
研
究
所
（
一
九
七
三
）『
早
稲
田
大
学
語
学
教
育
研
究
所
10
周
年

記
念
論
文
集
』／
木
村
宗
男（
一
九
七
四
）「
日
本
語
教
育
の
歴
史
と
展
望
」『
言

語
生
活
』
第
279
号
／
木
村
宗
男
（
一
九
八
六
）「
長
尾
く
ん
の
マ
ニ
ラ
だ
よ
り
」

『
さ
む
ぱ
ぎ
い
た 

第
3
集
』
元
比
島
日
本
語
教
員
要
員
の
会
／
木
村
宗
男

（
一
九
八
八
）「
パ
サ
イ
宿
舎
」『
さ
む
ぱ
ぎ
い
た 

第
5
集
』
元
比
島
日
本
語

教
育
要
員
の
会
／
木
村
宗
男
（
一
九
九
〇
）「
終
戦
直
後
の
日
本
語
教
育
」『
日

本
語
教
育
』
第
70
号
／
木
村
宗
男
（
一
九
九
〇
）「
比
島
日
本
語
要
員
記
」『
さ

む
ぱぎ

い
た 

第
7
集
』
元
比
島
日
本
語
教
育
要
員
の
会
／
木
村
宗
男

（
一
九
九
一
）「
戦
時
南
方
占
領
地
に
お
け
る
日
本
語
教
育
」『
講
座
日
本
語
と

日
本
語
教
育
』
第
15
巻
／
木
村
宗
男
（
一
九
九
一
）「
一
般
成
人
の
た
め
の
日

本
語
教
育
」『
講
座
日
本
語
と
日
本
語
教
育
』第
15
巻
／
木
村
宗
男（
一
九
九
五
）

「
最
後
の
授
業
」『
さ
む
ぱぎ

い
た 

戦
後
50
年
特
別
記
念
号
』
元
比
島
日
本
語

教
育
要
員
の
会
／
池
尾
ス
ミ
・
木
村
宗
男
・
栗
原
由
枝
（
一
九
九
六
）「〔
座

談
会
〕
第
二
次
大
戦
下
と
戦
後
初
期
に
お
け
る
日
本
語
教
育
（
1
）」『
日
本

語
教
育
研
究
』
第
32
号
／
池
尾
ス
ミ
・
木
村
宗
男
・
栗
原
由
枝
（
一
九
九
七
）

「〔
座
談
会
〕
第
二
次
大
戦
下
と
戦
後
初
期
に
お
け
る
日
本
語
教
育
（
2
）」『
日

本
語
教
育
研
究
』
第
33
号

（
15
）	

木
村
宗
男
・
浅
野
鶴
子
（
一
九
八
〇
）「
東
京
日
本
語
学
校
の
創
設
期
─

─
木
村
宗
男
先
生
に
聴
く
」『
日
本
語
教
育
研
究
』
第
19
号
／
木
村
宗
男
・
浅

野
鶴
子
（
一
九
八
一
）「
東
京
日
本
語
学
校
の
創
設
期

─
木
村
宗
男
先
生
に

聞
く
」『
日
本
語
教
育
研
究
』
第
20
号
／
木
村
宗
男
（
一
九
八
二
）「
日
本
語

教
育
の
変
遷
の
中
で
」『
木
村
宗
男
先
生
記
念
論
文
集
』
早
稲
田
大
学
語
学
教

育
研
究
所
／
池
尾
ス
ミ
・
木
村
宗
男
・
栗
原
由
枝
（
一
九
九
六
）「〔
座
談
会
〕

第
二
次
大
戦
下
と
戦
後
初
期
に
お
け
る
日
本
語
教
育
（
1
）」『
日
本
語
教
育

研
究
』
第
32
号
／
木
村
宗
男
先
生
米
寿
記
念
論
集
刊
行
委
員
会
（
二
〇
〇
〇
）

『
日
本
語
教
育
史
論
考　

木
村
宗
男
先
生
米
寿
記
念
論
集
』
／
木
村
宗
男
・
山

田
泉
（
二
〇
〇
三
）「
対
談 

日
本
語
教
育
の
こ
れ
か
ら

─
歴
史
に
学
ぶ
」『
月

刊
日
本
語
』
第
16
巻
第
10
号

（
16
）	

細
川
英
雄
（
二
〇
〇
六
）「
対
話
の
思
想
─
日
本
語
教
育
に
お
け
る
教
室

の
生
成
を
め
ぐ
っ
て
─
」『
早
稲
田
大
学
日
本
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』



─ 182 ─

第
19
号
／
市
嶋
典
子
（
二
〇
二
〇
）「
初
級
の
日
本
語
学
習
者
と
教
師
は
ど
の

よ
う
に
対
話
の
プ
ロ
セ
ス
を
創
出
す
る
の
か
─
イ
タ
リ
ア
の
活
動
型
日
本
語

教
育
の
事
例
を
て
が
か
り
に
─
」『
言
語
文
化
教
育
研
究
』
第
18
巻

（
17
）	

丹
羽
美
之
（
二
〇
二
〇
）『
日
本
の
テ
レ
ビ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
』
東

京
大
学
出
版
会

（
18
）	

木
村
宗
男（
一
九
九
一
）「
戦
時
南
方
占
領
地
に
お
け
る
日
本
語
教
育
」『
講

座
日
本
語
と
日
本
語
教
育
』
第
15
巻

（
19
）	

内
山
良
男
（
一
九
四
四
）「
比
島
の
日
本
語
と
日
本
語
問
題
（
一
）」『
日

本
語
』
第
4
巻
第
1
号
、
四
〇
頁

（
20
）	

木
村
宗
男
（
一
九
九
一
）「『
さ
む
ば
ぎ
い
た
』
の
終
刊
に
当
た
っ
て
」『
さ

む
ば
ぎ
い
た 

第
8
集
』、
三
四
〜
三
五
頁

（
21
）	

同
一
頁

（
22
）	

小
出
詞
子（
一
九
九
一
）『
日
本
語
教
育
と
と
も
に
─
小
出
詞
子
著
作
集
─
』

凡
人
社
、
二
一
六
頁

（
23
）	

木
村
宗
男
先
生
米
寿
記
念
論
集
刊
行
委
員
会
（
二
〇
〇
〇
）『
日
本
語
教

育
史
論
考
─
木
村
宗
男
先
生
米
寿
記
念
論
集
─
』
凡
人
社
、
四
頁

（
24
）	

松
浦
浩
道
（
一
九
九
五
）「「
戦
後
五
十
年
特
別
記
念
号
」
刊
行
に
よ
せ
て
」

『
さ
む
ぱぎ

い
た 

戦
後
50
年
特
別
記
念
号
』、
四
頁

（
25
）	

木
村
宗
男
（
一
九
八
六
）「
生
き
て
い
る
も
の
の
負
債
」『
さ
む
ぱ
ぎ
い
た 

第
1
集
』、
二
九
頁

　
　
　
　

付
記

　

本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
22
Ｋ00644

の
助
成
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部

で
あ
る
。

（
た
な
か
・
ゆ
う
す
け
／
本
学
専
任
教
員
）


